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朴
槿
恵
大
統
領
弾
劾
訴
追
案
可
決
に
よ
る
慰
安
婦
問
題
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

韓
国
の
国
会
が
十
二
月
九
日
、
朴
槿
恵
大
統
領
の
弾
劾
訴
追
案
を
可
決
し
、
憲
法
裁
判
所
が
弾
劾
に
相
当
す
る
と
認
め
れ

ば
、
大
統
領
は
罷
免
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

日
韓
合
意
に
基
づ
く
元
慰
安
婦
へ
の
現
金
支
給
は
、
日
本
側
が
拠
出
し
た
十
億
円
を
原
資
と
し
て
、
十
一
月
下
旬
に
完
了
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
韓
合
意
で
韓
国
側
が
「
努
力
す
る
」
と
し
た
在
韓
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
の
撤
去
は
、
全

く
進
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
に
野
党
第
一
党
「
共
に
民
主
党
」
の
秋
美
愛
代
表
は
、
弾
劾
可
決
後
の
記
者
会
見
で
、
「
慰
安
婦
合

意
の
よ
う
な
朴
政
権
の
代
表
的
な
失
政
に
つ
い
て
も
即
刻
中
断
を
要
求
す
る
」
（
読
売
新
聞
、
十
二
月
十
二
日
付
朝
刊
よ
り
一

部
引
用
）
と
述
べ
、
次
期
大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
る
世
論
調
査
で
は
野
党
の
「
韓
国
の
ト
ラ
ン
プ
」
と
言
わ
れ
る
李
在
明
京
畿
道

城
南
市
長
が
、
支
持
率
三
位
に
浮
上
し
て
お
り
、
慰
安
婦
問
題
や
竹
島
問
題
を
巡
っ
て
強
硬
な
反
日
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
と
い

う
（
産
経
新
聞
、
十
二
月
十
日
付
朝
刊
）
。

こ
の
よ
う
に
韓
国
朴
槿
恵
大
統
領
弾
劾
訴
追
案
可
決
は
、
本
質
的
に
は
安
全
保
障
面
に
お
け
る
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
ほ

か
、
一
連
の
日
韓
合
意
に
基
づ
く
慰
安
婦
問
題
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
今
こ
そ
政
府
の
正
式
な
見
解
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一



一

菅
義
偉
官
房
長
官
は
九
日
の
記
者
会
見
で
、
今
後
の
日
韓
関
係
に
つ
い
て
「
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
、
も
う
少
し
見

定
め
る
必
要
が
あ
る
」
（
毎
日
新
聞
、
十
二
月
十
二
日
付
朝
刊
）
と
述
べ
る
一
方
で
、
萩
生
田
光
一
官
房
副
長
官
は
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
で
慰
安
婦
問
題
の
日
韓
合
意
の
扱
い
に
つ
い
て
「
ど
な
た
が
大
統
領
に
な
っ
て
も
、
も
う
一
回
や
り
直
し
て
く

れ
と
言
わ
れ
て
も
、
受
け
付
け
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

萩
生
田
光
一
官
房
副
長
官
の
慰
安
婦
問
題
の
日
韓
合
意
の
扱
い
に
関
す
る
発
言
は
、
政
府
の
正
式
な
見
解
で
あ
る
か
。
つ

ま
り
、
次
期
大
統
領
が
誰
に
な
っ
て
も
、
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
日
韓
合
意
に
つ
い
て
や
り
直
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
、

受
け
付
け
な
い
こ
と
が
、
政
府
の
正
式
な
見
解
・
認
識
と
考
え
て
良
い
か
。
あ
る
い
は
、
合
意
や
り
直
し
を
受
け
付
け
る
可

能
性
が
わ
ず
か
で
も
存
在
す
る
の
か
。

二

昨
年
十
二
月
二
十
八
日
の
日
韓
合
意
は
、
慰
安
婦
問
題
の
合
意
を
並
ん
で
表
明
し
た
が
、
会
談
の
正
式
な
合
意
文
書
は
な

く
、
記
者
か
ら
の
質
問
も
受
け
付
け
な
い
異
例
の
形
式
で
あ
っ
た
。
（
読
売
新
聞
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
九
日
付
朝

刊
）

（
一
）

慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
日
韓
合
意
で
、
文
書
を
作
成
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
後
の
展
開
に
何
ら
か
の
影
響
を
及

ぼ
し
得
る
と
考
え
て
い
る
か
。

二



（
二
）

文
書
を
作
成
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
政
府
と
し
て
反
省
す
べ
き
こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

三

韓
国
の
憲
法
裁
判
所
は
、
裁
判
官
九
人
で
構
成
さ
れ
、
大
統
領
、
国
会
、
大
法
院
長
が
そ
れ
ぞ
れ
三
人
ず
つ
選
ぶ
仕
組
み

で
、
「
政
治
色
が
強
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
韓
請
求
権
協
定
を
巡
っ
て
、
二
〇
一
一
年
に
慰
安
婦
の
個
人
請
求
権
の
有
無

に
つ
い
て
解
釈
上
の
紛
争
が
あ
る
と
し
、
韓
国
政
府
が
解
決
し
な
い
で
い
る
行
為
は
違
憲
と
す
る
判
断
を
憲
法
裁
判
所
が
下

し
た
が
、
慰
安
婦
問
題
の
日
韓
合
意
直
前
の
二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
三
日
に
は
、
日
韓
請
求
権
協
定
で
韓
国
人
の
個
人
請

求
権
が
「
完
全
か
つ
最
終
的
に
解
決
さ
れ
た
」
と
定
め
た
こ
と
が
違
憲
だ
と
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
「
訴
え
の
適
法
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
」
と
し
て
違
憲
性
の
判
断
は
せ
ず
、
却
下
し
て
い
る
。

今
後
、
前
述
し
た
よ
う
に
韓
国
の
現
在
の
野
党
が
政
権
を
担
っ
た
時
に
、
憲
法
裁
判
所
が
日
韓
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
あ
る
が
、
日
本
政
府
は
韓
国
の
憲
法
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
し
よ
う
と
も
、
「
日
韓
合
意
に
よ
り
慰
安
婦

問
題
は
不
可
逆
的
に
解
決
し
た
」
と
い
う
立
場
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。

四

前
述
の
よ
う
に
、
日
韓
合
意
に
基
づ
く
元
慰
安
婦
へ
の
現
金
支
給
は
、
日
本
側
が
拠
出
し
た
十
億
円
を
原
資
と
し
て
、
十

一
月
下
旬
に
完
了
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
韓
合
意
で
韓
国
側
が
「
努
力
す
る
」
と
し
た
在
韓
日
本
大
使
館
前
の

少
女
像
の
撤
去
は
、
全
く
進
ん
で
い
な
い
。

三



（
一
）

現
在
、
日
本
政
府
は
在
韓
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
の
撤
去
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
韓
国
政
府
に
対

し
て
行
っ
て
い
る
か
。

（
二
）

十
億
円
を
拠
出
し
て
も
な
お
、
在
韓
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
の
撤
去
が
全
く
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
つ
い
て
、

政
府
は
ど
の
よ
う
に
評
価
・
認
識
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


